
　

気
力
や
体
力
の
衰
え
、
入
院
な
ど
に
よ
り

地
域
の
集
ま
り
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
人
、
今
ま

で
し
て
い
た
趣
味
や
畑
仕
事
な
ど
が
し
に
く

く
な
っ
た
人
な
ど
が
、
地
域
の
活
動
に
も
う

一
度
参
加
し
た
り
、
趣
味
や
畑
、
家
の
仕
事

な
ど
を
再
開
す
る
た
め
に
、
仲
間
と
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

【
内
容
】

●�

い
き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
に
取
り
組
み
、

ま
ず
は
体
力
、
筋
力
を
つ
け
ま
す
。

●�

家
事
や
畑
仕
事
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
応
じ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

い つ ま で も 　     気 　   に 暮 ら す

　

体
が
弱
く
な
っ
て
し
な
く
な
っ
た
家
事
や
畑

仕
事
、
行
か
な
く
な
っ
た
買
い
物
や
い
き
い
き

百
歳
体
操
な
ど
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
や
っ

て
み
ま
す
。

　
「
一
人
で
は
不
安
」

「
自
信
が
な
い
」
と

い
う
人
も
介
護
の
専

門
職
が
一
定
期
間

（
お
お
む
ね
３
カ
月
）

皆
さ
ん
の
実
践
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
内
容
】

●�

調
理
や
ご
み
捨
て
な
ど
、
家
庭
生
活
の
中

で
の
役
割
を
実
践
し
、
心
身
の
衰
え
を
防

ぎ
ま
す
。

●�

地
域
の
活
動（
い
き
い
き
百
歳
体
操
な

ど
）へ
の
参
加
を
目
指
し
ま
す
。

●�

入
浴
動
作
や
移
動
動
作
な
ど
を
ひ
と
り

で
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
練
習
し
ま
す
。

みんなが飲むお茶。みんなのためにお茶パックに茶葉を詰めます。（もうひとはな東部）

できること実践プログラム
　訪問型サービス　利用期間３カ月 １もうひとはな

　通所型サービス　利用期間６カ月 2

よりみちカフェのメンバーと一緒にほっと一息
（もうひとはな東部）
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今村博さん
（堀上町・94歳）

　孫娘が、「家でボーっとしてないで、どこか出
かけたほうがいいのでは」と紹介してくれたの
が参加したきっかけです。
　スタッフの皆さんは大変だと思いますが、み
んな優しくしてくれます。違う学区から参加し
ているので、最初は少しなじみにくさはありま
したが、今では楽しく過ごしています。家に一
人でいるより「もうひとはな」に来ている方が
楽しいですね。

　市では、介護予防・日常生活支援総合事業を実施しています。この事業は、一

人ひとりが活動的で生きがいのある生活を送れるよう、要介護状態となることの

予防、地域で自立した生活ができるための支援を行います。具体的には、要支援

の認定を受けている人、心身の弱りや生活上の困り事を感じている人に、市独自

のサービスを提供します。さらに、介護状態になってもできる限り住み慣れた地

域で暮らし続けられるよう、生活の中での互助、地域における支え合いの体制整

備をすすめています。

い つ ま で も 　     気 　   に 暮 ら す元

「もうひとはな」に
週１回行けるのを

楽しみにして
います。

▲右上）季節の食材を使った本日のランチ。
　左上）利用者の皆さんの手作り商品。
　下）よりみちカフェのメンバーと協同で、コーヒーの出がらし
       で消臭袋作り。近くで販売しています。

　

今
村
さ
ん
は
、
通
わ
れ
て
か

ら
し
ば
ら
く
は
不
安
に
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
遠
慮
が
ち
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
社
交
的

な
性
格
で
徐
々
に
雰
囲
気
に
も

慣
れ
て
こ
ら
れ
、
今
で
は
興
味

が
あ
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。「
や
っ
た
こ

と
の
な
い
こ
と
を
や
れ
て
刺
激

に
な
っ
て
い
る
」、「
来
る
の
が

楽
し
み
。
命
あ
る
限
り
来
た
い
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
う
ち
で
は
一
人
で
過
ご
す

時
間
が
長
い
よ
う
で
、「
こ
こ
に

毎
週
来
る
こ
と
が
生
き
が
い
！
」

と
の
こ
と
で
す
。
他
の
人
と
も

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
ま
れ
、
ご
利
用

さ
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

も
う
ひ
と
は
な
東
部 

介
護
福
祉
士

濱
口
美
紀
さ
ん

ご
利
用
さ
れ
て

　
本
当
に
よ
か
っ
た

▼

介護予防サービスを紹介

利用者
の声

Voice

challenge
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「
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
」「
体
力
の
衰
え
を

感
じ
る
」「
動
き
に
く
く
な
っ
た
」「
家
事
な

ど
の
動
作
が
し
に
く
く
な
っ
た
」
と
い
う
人

な
ど
、
体
力
の
回
復
や
筋
力
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
、
３
カ
月
間
、
仲
間
と
一
緒
に
筋
力
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
内
容
】

●�

運
動
機
器
な
ど
を
使
っ
て
足
腰
を
強
く

し
ま
す
。

●�

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
運
動
に
取
り
組
み
、

活
動
し
や
す
い
体
を
作
り
ま
す
。

●�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
が
ご
自

宅
に
訪
問
し
、
適
切
な
自
宅
環
境
に
な

る
よ
う
に
考
え
た
り
、
自
宅
で
で
き
る

工
夫
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　頭の病気でふらふらすることもあり、歩きにくく
なってきていました。家でじっとしていることが多
いのを心配した妻が地域包括支援センターに相談し、
参加をすすめてくれました。公民館でいきいき百歳
体操があるのでそこに行くのが目標です。以前より
動きやすくなってきたように思います。

　毎月、近所の内科に歩いて行っていましたが、歩
きにくくなり、出かけるのが怖くなってきました。
地域包括支援センターに相談し、参加することにし
ました。ここに来るようになって、以前に比べると
歩けるようになってきました。バスに乗って買物に行
けるようになるのが目標です。

▲自分のペースで筋力向上を目指しトレーニング
　専門職が丁寧に指導します　（ぱわーあっぷ中北部）

Ｓさん（80歳代 /女性） Ｋさん（80歳代 /男性）

ぱわーあっぷ中北部
スポーツトレーナー
　久保大志さん

ぱわーあっぷ
　通所型サービス　利用期間３カ月 3

利用者
の声

利用者
の声

　

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
し
ば
ら
く

は
、
運
動
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
機
械

の
使
い
方
一
つ
一
つ
説
明
を
し
て
、

理
解
す
る
こ
と
で
不
安
な
く
運
動
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

重
い
お
も
り
を
必
ず
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
方
に
応
じ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
何
回
か
の
ご
利
用
で
安
心
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

一緒に
　頑張りましょう

　通われて１カ月後くらいには身体を動かすことで自
信をもたれ、今は自宅から病院まで一人で歩いていか
れています。体力テストの効果もみられています。

　家に閉じこもりがちでしたが、非常に気持ち
が外に向いてきて以前より積極的になられたと
思います。

ｽﾀｯﾌ
ｺﾒﾝﾄ

ｽﾀｯﾌ
ｺﾒﾝﾄ

Voice
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長寿福祉課　�� （31）3737・ (31)3738
２～５ページのお問い合わせは

　皆さんのお住まいの地域にある地域包括支援センターでは、医
療機関やさまざまな専門機関、民生委員などと連携しながら、地
域の高齢者の健康と暮らしをサポートしています。
　「体が弱って外出することが少なくなってきた」「もの忘れがひ
どくなってきた」など、心身の衰えを感じたら、ご相談ください。

（総合事業は、身体の状況によってはご利用できない場合もあります）

地域包括支援センターが
みなさんの 「介護予防」をサポートします！

ひかり園

①中北部地域包括支援センター

　担当地区　八幡・島・岡山・沖島

　〒５２３—０８０６　北之庄町９１２番地

　TEL（３１）１９７０・FAX（３１）１９７１

①中北部地域包括支援センター
担当小学校区　八幡・島・岡山・沖島

北之庄町９１２

A３１-１９７０・FAX３１-１９７１

③東部地域包括支援センター
担当小学校区　金田・馬淵・武佐・安土・老蘇

長田町１２６８‐１

A３４-７３５５・FAX３４-７３５６

②東部地域包括支援センター

　担当地区　金田・馬淵・武佐・安土・老蘇

　〒５２３—０８１１　長田町１２６８—１

　TEL（３４）７３５５・FAX（３４）７３５６

ＪＲ東海道本線

③西部地域包括支援センター

　担当地区　桐原・桐原東・北里

　〒５２３—００６１　江頭町４１７—２

　TEL（３６）２２０５・FAX（３６）２２０６

★
②西部地域包括支援センター
担当小学校区　桐原・桐原東・北里

江頭町４１７‐２

A３６-２２０５・FAX３６-２２０６

inform
ation

　「ほたるカフェ」は、認知症地域支援推進員が総

合事業「もうひとはな」において、月１回認知機

能の低下を予防するプログラムや認知症に関する

学習の機会を提供する取り組みです。

　具体的な内容は、ゲームやクイズ、歌と手遊び、

コグニサイズなど気軽に楽しみながら脳を活性化

させるアクティビティの他、認知機能の低下が心

配になった場合の簡単なチェック方法、医療機関

の受診方法、介護保険等の制度、運転免許証の返

納や成年後見制度等についての情報提供などです。

　カフェスタイルでお茶を飲みながら、ワイワイ

ガヤガヤ参加者同士の交流も脳へのいい刺激に

なっています。

　今回は「ほたるカフェ」を紹介します

認知症地域支援推進員の情報発信コーナー
～認知症の予防と備えに役立つ場～

5 広報おうみはちまん　2019.7.1


